
 

国立大学法人京都大学有期雇用教職員及び時間雇用教職員の雇用年齢 

上限後の雇用に関する特例を定める規則 

平成１８年６月２８日 
達示第４９号 

（有期雇用教職員） 
第１条 国立大学法人京都大学日々雇用教職員就業規則の全部を改正する規則（平成１７年達示

第３７号）附則第２項の規定により、国立大学法人京都大学有期雇用教職員就業規則（平成１

７年達示第３７号。以下「有期雇用就業規則」という。）第４条第２項ただし書の規定を適用

しない者で、有期雇用就業規則別表第１により雇用年齢上限が満６０歳と定められている者が、

当該雇用年齢上限に達し、かつ、継続して勤務することを希望するときは、国立大学法人京都

大学教職員就業規則第２条第４項第３号に掲げる時間雇用教職員として雇用することができる。 
２ 前項の時間雇用教職員の時間給は１，２００円とする。 

（平２６達２６・一部改正） 
（時間雇用教職員） 

第２条 国立大学法人京都大学時間雇用教職員就業規則の全部を改正する規則（平成１７年達示

第３８号）附則第２項の規定により、国立大学法人京都大学時間雇用教職員就業規則（平成１

７年達示第３８号。以下「時間雇用就業規則」という。）第４条第２項ただし書の規定を適用

しない者で、時間雇用就業規則別表第１により雇用年齢上限が満６０歳又は満６３歳と定めら

れている者（雇用時に契約期間が定められている者を除く。）が、当該雇用年齢上限に達し、

かつ、継続して勤務することを希望するときは、引き続き時間雇用教職員として雇用すること

ができる。 
（平２５達１６・一部改正） 

（雇用の上限年齢） 
第３条 前２条の規定により引き続き雇用される者の任期の末日は、満６５歳に達する日以後に

おける最初の３月３１日以前でなければならない。 
（平２５達１６・一部改正） 

附 則 
この規則は、平成１８年７月１日から施行する。 

〔中間の改正規程の附則は、省略した。〕 
附 則（平成２６年達示第２６号） 

この規程は、平成２６年４月１日から施行する。 
 


